
留
学
生
の
会
費
は
年
額
二
0
0
0円
と
し
、
納
入
方
法
は
別
に
定

め
る
。

会
計
年
度
は
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
一二
月
三
―

H
に
終

わ
る
。
附

則

本
会
則
は
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十

一
日
よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
昭
和
六
十

一
年
十

一
月
二
十
九
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
――
一
年
四
月

一
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
八
年
四
月

一
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
九
年
四
月

一
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
十
二
年
七
月
八
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
十
五
年
六
月
二
十
八
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
十
六
年
六
月
十
二
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
二
十
四
年

一
月
二
十

一
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
よ
り

一
部
改
正
施
行
す
る
。

本
会
則
は
平
成
二
十
九
年
七
月

一
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。

内

規

一
、
委
員
の
構
成
当
分
の
間
、
二
松
學
合
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文

学
専
攻
か
ら

一
名
、
中
国
学
専
攻
か
ら

一
名
、
文
学
部
国
文
学
科
か
ら

七
名
、
中
国
文
学
科
か
ら
五
名
、
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
か
ら
一
名
、

上
記
以
外
の
教
職
員
会
員
か
ら
の
会
長
の
指
名
、
委
嘱
に
よ
り
若
干
名

を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

二
、
年
間
会
費

第

一
五
条

『
二
松
學
舎
大
学
人
文
論
叢
』
投
稿
及
び
執
筆
要
項
（
内
規
）

ー
、
通
常
会
員
は
、
年
度
ご
と
に
、

学
生
会
員
は
、
入
学
時
に
卒
業
・
修

了
ま
で
の
会
費
を

一
括
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
交
換
留

学
生
の
会
費
は
、
半
年
ご
と
に

一
0
0
0円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

2
、

一
度
納
入
し
た
会
費
は
返
還
し
な
い
。

3
、
三
年
以
上
会
費
を
滞
納
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
本
会
よ
り
除
名
す
る
。

三
、
謝
礼

ー
、
講
演
会
の
講
師
に
対
す
る
謝
礼
は
、
五

0
0
0
0円
・
七

0
0
0
0

円
・

一
0
0
0
0
0
円
の
三
種
と
し
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
決
定

す
る
。

2
、
『二
松
學
合
大
学
人
文
論
叢
』
に
関
す
る
謝
礼

ア
、
講
演
会
の
講
演
録
執
筆
に
対
す
る
謝
礼
は

一
五

0
0
0円
と
す
る
。

イ
、
非
会
員
に
よ
る

〈
書
評
〉

執
筆
に
対
す
る
謝
礼
は

一
五

0
0
0円

と
す
る
。

ゥ
、
非
会
員
に
よ
る

〈紹
介
〉
執
箪
に
対
す
る
謝
礼
は
五

0
0
0円
と

す
る
。

工
、
非
会
員
に
よ
る
査
読
に
対
す
る
謝
礼
は
一

0
0
0
0円
、
会
員
に

よ
る
査
読
に
対
す
る
謝
礼
は
五

0
0
0円
と
す
る
。

一

投
稿
資
格

1

本
会
の
会
員
で
あ
る
者
。

2

編
集
委
員
会
が
依
頼
す
る
者
。

二

投
稿
原
稿

3

投
稿
原
稿
（
以
下
「
原
稿
」
と
略
称
）
は
、
未
公
表
の
学
術
論
文
（
博
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士
学
位
取
得
済
の
博
士
論
文
は
、
既
発
表
論
文
と
見
倣
し
、
未
発
表
相

当
の
改
訂

・
変
更
等
の
な
い
も
の
は
、
受
理
し
な
い
の
で
注
意
す
る
こ

と）

・
小
論
文

・
研
究
報
告

（実
践
教
育
法
な
ど
）
・
資
料
紹
介

・
翻
訳

・

翻
刻
と
す
る
。
た
だ
し
、
口
頭
で
発
表
し
こ
れ
を
初
め
て
論
文
に
線
め

た
も
の
は
、
未
公
表
と
見
倣
す
。
（
調
査
報
告

・
新
資
料
紹
介
は
、
そ

の
調
査

・
資
料
を
ふ
ま
え
た
論
文
で
あ
る
こ
と
。
翻
訳

・
翻
刻
は
、
本

人
の
研
究
全
体
の
中
で
の
当
該
翻
訳

・
翻
刻
の
位
置
付
け
を
明
記
す
る

こ
と
）

な
お
、
投
稿
原
稿
に
は
コ
ピ
ー
（
副
本
）
―

一部
を
添
え
、
現
住
所

・
卒

業
年
度
及
び
現
職
、
あ
る
い
は
学
年
・
所
属
を
明
記
す
る
こ
と
。

投
稿
原
稿
は
、
人
文
学
に
関
す
る
も
の
と
す
る
。

投
稿
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
日
本
文
に
限
る
。
た
だ
し
、
中
国
学

・
比

較
文
学
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
長
の
承
認
を
経
て
、

該
当
の
原
語
で
の
寄
稿
を
認
め
る
。

三

原
稿
枚
数
等

6

原
稿
は
校
正
時
に
加
箪
を
要
し
な
い
完
全
原
稿
と
す
る
。

原
稿
枚
数
は
、
本
文

・
注

・
図
版
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
五

0
枚
相
当
以
内
と
す
る
。
な
お
、
小
論
文
の
原
稿
枚
数
は
、

一

〇
＼

一
五
枚
程
度
と
す
る
。
注
は
、
原
稿
用
紙

一
マ
ス
に

一
字
を
納
め

る
。
ワ
ー
プ
ロ
等
を
使
用
の
場
合
は
、
一
行
五
四
字
ま
た
は
二
七
字
と

し
、
毎
ペ

ー
ジ
何
行
か
を
見
や
す
い
場
所
に
明
記
し
、
四

0
0字
詰
原

稿
用
紙
に
換
節
し
た
枚
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

図
版
を
必
要
と
す
る
場
合
、
占
有
面
梢

一
ペ
ー
ジ
分
を
四

0
0字
詰
原

稿
用
紙
ニ

・
五
枚
の
割
合
で
換
葬
す
る
。
図
版
原
稿
は
、
そ
の
ま
ま
版

8
 

7
 

5
 
4
 

下
と
し
て
使
用
で
き
る
鮮
明
な
も
の
と
し
、
掲
載
希
望
の
縦

・
横
の
寸

法
を
明
示
す
る
。

9

同

一
標
題
の
論
文
は
、
原
則
と
し
て
連
載
を
認
め
な
い
。

四
体
裁
・
表
記
等

10

漢
文
に
返
点

・
送
り
仮
名
を
付
け
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。

た
だ
し
、
日
本
漢
文

・
日
本
漢
学
等
に
関
す
る
内
容
の
も
の
て
、
訓
点

の
施
し
方
自
体
を
論
ず
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

11

注
は
、
各
章

・
各
節
ご
と
に
付
け
ず
、
通
し
番
号
を
施
し
て
全
文
の
末

尾
に
編
め
る
。
割
注
を
用
い
る
こ
と
は
認
め
な
い
。

12

表
記
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
と
す
る
。
た
た
し
、

旧
漢
字

・
旧
仮
名
逍
い
を
用
い
る
場
合
は
、
執
笙
者
の
責
任
に
於
い

て
、
完
全
原
稿
を
作
成
す
る
こ
と
。

13

裏
表
紙
の
英
文
題
目
は
、
執
筆
者
の
責
任
に
於
い
て
原
稿
末
尾
に
、
改

行
し
て
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
四

0
0字
程
度
の
要
旨
を
添
付
す
る

こ
と
。

五
原
稿
締
切
り

・
提
出
先

14

原
稿
締
切
り
は
、
毎
年
四
月
末
日

・
八
月
末
日
と
す
る
。

15

提
出
先
は
、
国
文
学
研
究
室

・
中
国
学
研
究
室
と
す
る
。

六

校

正

等

16

執
箪
者
校
正
は
、
再
校
ま
で
と
す
る
。

17

校
正
時
の
加
箪

・
訂
正
は
、
初
校
段
階
に
限
り
、
必
要
最
小
限
の
も
の

に
つ
い
て
の
み
認
め
る
。
再
校
時
の
加
箪

・
訂
正
は
、
原
則
と
し
て
こ

れ
を
認
め
な
い
。

大
幅
に
加
筆

・
訂
正
さ
れ
た
場
合
、

18 

そ
の
結
果
加
箕
さ
れ
る
印
刷
費
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は
、
執
筆
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

執
筆
者
の
責
任
で
、
校
正
が
期
限
を
越
え
て
遅
延
し
、
発
刊
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
編
集
委
員
会
の
買
任
に
於
い
て
、

掲
載
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
る
。

七

抜

刷

等

20

掲
載
論
文
の
執
箪
者
（
お
よ
び
書
評
執
箪
者
で
希
望
す
る
者
）
に
対
し

て
は
、
本
誌
五
部
と
抜
刷
五

0
部
を
贈
呈
す
る
。
抜
刷
の
追
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、
初
校
返
送
時
に
追
加
所
要
部
数
を
連
絡
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
抜
刷
追
加
部
数
の
実
費
は
、
本
人
負
担
と
す
る
。

八

「二
松
學
合
大
学
人
文
論
叢
』
掲
載
論
文
等
の
著
作
権
に
つ

い
て

21

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
全
て
の
著
作
物
の
著
作
権
は
、
原
則
と

し
て
二
松
學
舎
大
学
人
文
学
会
に
帰
属
す
る
。

前
項
の
う
ち
、
著
作
者
が
、
自
著
の
論
文
等
を
私
的
利
用
の
範
囲
を
超

え
て
複
製

・
転
載
等
を
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。

た
だ
し
、
著
作
者
は
、
そ
の
旨
を
二
松
學
舎
大
学
人
文
学
会
に
害
而
に

て
通
知
し
、
か
つ
複
製
物
及
び
転
載
先
等
に
出
典
と
し
て
本
誌
名

・
号

を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
複
製
物

・
転
載
誌
等
を
本
学
会
に
寄
贈
す
る
も
の
と
す
る
。

本
学
会
が
、
著
作
物
を
本
誌
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
化
以
外
に
印
刷
等
す
る

と
き
は
、
本
誌
を
通
じ
、
あ
る
い
は
個
別
に
著
作
者
に
そ
の
旨
連
絡
し
、

必
要
に
応
じ
て
協
議
に
よ
り
措
置
す
る
も
の
と
す
る
。

著
作
権
に
関
す
る
問
題
処
理
は
、

著
作
者
の
店
任
に
お
い
て
処
理
す
る

も
の
と
す
る
。

24 23 22 19 

附

則

本
投
稿
及
び
執
筆
要
項

（内
規
）
は
平
成
九
年
六
月
二
十
六
日
よ
り
施
行
す

る
。本
投
稿
及
び
執
箪
要
項

（内
規
）
は
平
成
十
二
年
七
月
八
日
よ
り

一
部
改
正

施
行
す
る
。

本
投
稿
及
び
執
筆
要
項

（内
規
）
は
平
成
十
九
年
十
月

一
日
よ
り

一
部
改
正

施
行
す
る
。

本
投
稿
及
び
執
箪
要
項

（内
規
）
は
平
成
二
十
二
年
六
月
十
七
日
よ
り

一
部

改
正
施
行
す
る
。

本
投
稿
及
び
執
箪
要
項

（内
規
）
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
よ
り

一

部
改
正
施
行
す
る
。

本
投
稿
及
び
執
箪
要
項

（内
規
）
は
平
成
二
十
三
年
七
月
七
日
よ
り

一
部
改

正
施
行
す
る
。

本
投
稿
及
び
執
箪
要
項

（内
規
）
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日
よ
り

一
部

改
正
施
行
す
る
。
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